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宮沢賢治の主題に基づく哲学授業
神山 和女子
宮沢賢治は若い人々に「正しく強く生きるとは銀河系を自らの中に意識してこれに
応じて行くことである」と説いた (r農民芸術概論綱要J1926年)0 r正しく強く生
きるとは何か」は伝統的な哲学上の問題である。それに対し賢治は， r銀河系を自ら
の中に意識してこれに応じて行くJことであると答えている。これは西洋哲学の正
統的な解答だと私は思う。それでは， r銀河系を自らの中に意識してこれに応じて行
く」とは具体的にはどのような生き方だろうか。この間いを導きの糸にして哲学の
授業を行うという選択肢がある(ここで考えているのは一般教養哲学の授業である)。
その可能性ーありうる哲学授業構成案を考えてみたい。
銀河系を胸に，ということだが， r銀河系」とは宇宙全体もしくは世界全体のことだ
ろう。宇宙全体は何から成るか。われわれの関心の観点から大きく分ければ，それ
は，私(人間)，社会，宇宙に分節されるだろう。伝統的に哲学者は，それらを真・
善・美，言語，数，存在，時間，空間，神等の概念を使ってとらえようとしてきた。
真な命題，正しい行為，美しい絵画，正義，数や時間，因果律，神，・・銀河系を胸
に抱くためには，それらを理解しなければならない。
真，善，美等を理解しようとするとき，思考は必ず空転する。これは哲学史が教え
るところである。いろいろなパラドクスが知られている。たとえば，どんな性質に
ついてもそれを満たすもの全体から成る集合が存在すると仮定すると，ただちにト
ラブルが発生する。われわれの知識には十分な正当性があると考えているが，その
根拠を求めていくと，やはりトラブルに出会う。物質を分割していって最小単位が
あるかどうか考えてもやはり問題が発生する。宇宙の始まりや果て，民主主義や自
由主義の原理，生の意義についても同様で、ある。これはヤスパースの言う限界状況
である(ここでヤスパースをかなり広義に解釈している)。限界状況の中で人は意思
決定しなければならない。世界は謎に満ちていて，われわれはその中で決断の上，
何がよいかについてある基本的な命題の組を選び取る。それがその人の哲学あるい
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は組織の哲学となる。何も選びとらない，ただ生きる，とし、う選択もある。これ自
身も一つの哲学だろうが，多くの人は自分が置かれた条件下で，もっと頑強な，あ
るいは安定した(と期待できる)哲学をもとめるだろう。
何をよしとするかについての基本的な解答の組がその人，組織の哲学だと述べた。
それはわかった，しかし，銀河系まで考慮に入れてそれを決めなくてはいけないの
か?という疑問があろう。いけない，ということはもちろんない。多くのことが要
求される立場の人にはそこまで要求される，としたのはプラトンである(哲人統治
者)。この立場の人には可能な限り大きな思考の自由・柔軟さが求められる，とプラ
トンは考えたのだろう。この解答の精神からすると，将来他の人々の暮らしに責任
ある立場に立つことになる人々(学生諸君)にはそれに近いことが要求される，と
言いたい気がする。真撃な賢治は厳しい農業労働に従事する若い農民たちにそれを
推奨した。私も志ある若い人々にそれを望みたい。
さて，私(人間)，社会，宇宙についてどのように話を展開していくか。「私」につい
てはデカルト，永井均さん，脳科学などが多分よいテキスト。社会については今な
らたとえばマイケル・サンデル。真理，知識，自由意思，人格の自己同一性，因果
性，存在，可能世界等の諸イデアについては分析哲学の諸議論。宇宙については，
最新の科学的宇宙論。生き方については，禅その他，さまざまな伝記，歴史小説等々
が素材として使えるだろう。哲学は知識の体系ではなし、から講義である必要はない。
多様な問題の存在，問題処理のいろいろなオプションを知り，とりわけ思考が空転
する体験をすることが授業の眼目となる(ソクラテス「無知の知J)。各テーマについ
ての学生による発表，それをベースの議論でよいだろう。人はいかに生きるべきか，
についての科目としての哲学，自らの哲学をえらびとる助けとなる哲学の授業。工
藤喜作先生の最終講義を聴講して以来，私はそのような授業を模索してきた。非才
ゆえ， 日暮れて途遠し，ではある。
(かみやま・かずよし 茨城工業高等専門学校人文科学科)
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